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総合テーマ：

大会実行委員長
高橋 誠

創造性教育の考現学

日本創造学会第３０回研究大会

日本創造学会は今年、設立30周年を迎えました。この記念の年に、日本教育大学
院大学で開催できることを大変うれしく思います。会場が教員養成の大学院ですの
で、テーマは「創造性教育の考現学」としました。
基調講演は「脳と創造メカニズム」をテーマに、日本の脳と創造性の研究の第一人

者である渡邊正孝氏にお話いただきます。特別講演では、現在注目を集めている欧
州の創造性教育について、フィンランド教育研究者の北川達夫氏に、「フィンランドメ
ソッドの真髄」を語っていただきます。つづくパネルディスカッションでは、「世界
の創造性教育」をテーマに、海外の創造性教育研究者がプレゼンとパネルディスカ
ッションを行います。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。
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●●基調講演●● 「脳の創造メカニズム」 講演者： 渡邊正孝
（財）東京都医学研究機構・東京都神経科学総合研究所特任研究員

渡邊正孝プロフィール：東京大学文学部心理学科卒、同大学院修了文学博士
(財）東京都医学研究機構・東京都神経科学総合研究所、参事研究員、専門は生理心理学、認知神経科学

●●特別講演●● 「フィンランドメソッドの真髄」 講演者：北川達夫
日本教育大学院大学客員教授・（財）文字・活字文化推進機構調査研究委員

北川達夫 プロフィール：１９６６年東京生まれ。早稲田大学法学部卒業。ヘルシンキ大学歴史言語学部等に留
学、外務省入省。在フィンランド日本国大使館在勤。在エストニア日本国大使館兼勤。帰国後に退官し、執筆・
翻訳・教育活動のかたわら、科挙式メソッドやフィンランド・メソッドなど、独自の教育メソッドの開発と実践に携わる。

パネリスト

北川達夫：フィンランドの創造性教育 宗吉秀樹：米国の創造性教育 弓野憲一：英国の創造性教育

●●パネルディスカッション●● 『世界の創造性教育』」 －CPS活用法の実践的事例―

●大会全体スケジュール●

祝◆創造学会創設３０周年◆

[総会の出欠について]
10月25（土）17：20より、総会が行われます。
欠席される方は、事務局より郵送された出欠葉書の委任
欄を忘れずに記入し、ご返送くださるようお願い致します。
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■■■■■ 大会会場 ■■■■■
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事前振込 正会員3000円 学生会員2500円
非会員４000円 懇親会費6000円

当日払 正会員4000円 学生会員3000円

非会員 5000円 懇親会費7000円

〒102-0084 東京都千代田区二番町8-2 
ＪＲ四谷駅・市ヶ谷駅下車徒歩5分
地下鉄有楽町線麹町駅徒歩2分

■■■■■ 参加費 ■■■■■

■■■■■交通アクセス■■■■■

日本教育大学院大学正面入口

※日本教育大学院大学の学生と非会員で、
２５日の講演会・パネルディスカッションのみ
聴講希望の場合は1000円で参加できます。

■■■■■ 研究発表グループ別タイムスケジュール ■■■■■
（発表タイトルはこのニューズレター編集時に提出された仮タイトルです）

後援・協力 ：日本教育大学院大学

都合により発表の順番を変更する場合があります。ご了承下さい
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